
 

お弁当の日・食育公開・PTA 研修会 

 １０月～１１月にかけて、食育に関わる行事等がたくさんありました。まず、１０月７日は

「お弁当の日」でした。１学期から学校で取り組みをしてきたり、夏休みには家庭で親子で一緒

に献立を考えたりしていただいた成果が表れた日となりました。友達とお互いにお弁当をみあっ

たり、笑顔で食べている様子がとても印象的でした。また、キャリアパスポートを活用して振り

返りを行い、今後の食生活や来年度に向けての決意を新たにすることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お弁当の日の取り組みも３年目になりました。取り組みを重ねてい 

る中で成果がでてきています。 
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【食育公開】 

今年度は、「中巨摩学校食育推進研究会研究推進校」の指定を受け、地域や家庭の協力を得ながら

全校で食育に取り組んでいます。その中間発表として、１１月１４日は、公開研究会を行いました。 

 １年生は「総合的な学習の時間」２．３年生は「社会科」での公開授業を行いました。１年生の授業

では、お弁当の日の自分のお弁当から、「お弁当ができるまでにどのような職業がどのように関わって

いるか」ということを考えることを行いました。２年生の授業では、今まで学んできたことを生かし、

様々な地理的な観点から、選んだ食材について、「なぜ山梨県の特産物や郷土料理になったのか」と仮

説をたてることを行いました。３年生の授業では、栄養教諭の中田先生をゲストティーチャーに招き、

「よりよい消費者としてどのようにチョコレートを選択すればよいのだろうか」と、いろいろな観点か

ら考えることを行いました。どの授業も熱心に取り組んでいて、参加者のみなさんからもよい感想をた

くさんいただくことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【PTA 研修会】 

 １１月１６日に PTA の保健体育部主催の球技会と研修部主催の研修会が行われました。研修会では

ダンスとクッキングの２コースあり、クッキングでは、食育と関連させ、本校の課題である「朝ご飯の

欠食率の低下」につながる、朝食にも使える調理を行いました。 

昭和町の食生活推進委員さんを講師に行いました。楽しいお話 

と短時間にできる１食分の調理で、心もお腹も満たされるひと 

ときとなりました。 

 

 

 

 

 


